
２０１９年１０月５日（土）

１８：００開演 １７：３０開場
文化のみち橦木館
ご予約申込 ２０００円

組曲 四季の日々より 秋の日／沢井忠夫作曲

古曲 秋の曲／吉沢検校作曲

朗読と箏「源氏物語」より夕顔の巻／葵の巻

らせん／吉崎克彦作曲

ほか

＜お申込・お問合せ＞
０９０-１４６９-６３２１／niconokai@gmail.com／各出演者
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箏・歌 梶田恵臣
箏・地歌三絃・十七絃を生田流宮城社大師範
谷澤千早氏に師事。
「ムジークフェストなら2014」に出演、
箏・ヴァイオリン・ピアノユニット、
アンサンブル椿のメンバーとして法華寺にて
演奏。

現在、旧伊藤博文金沢別邸（横浜市）、山手
西洋館ブラフ18番館（横浜市）、文化のみち
橦木館（名古屋市）などで演奏活動を行う。
現在生田流宮城社師範。宮城会・千早会会員、
和（にこ）の会主宰。

朗読・箏 井沢英子
大学時代にラジオのＤＪを始め、TVの
司会・レポーターを経て、現在は式典・イベント
・コンサート等の司会として活躍中。
文化庁主催「国際民俗芸能フェスティバル」等、
国内・海外の伝統芸能・ 音楽・舞踊の公演の
司会多数。
2004年「天皇陛下・古希奉祝の催し」2014年
「天皇陛下・傘寿奉祝の催し」の司会を皇居・
桃華楽堂にて務める。
三歳より箏を十歳から三絃を始め、生田流宮城社
大師範大場欽子・鈴木順子の両氏に師事。2010年
トルコにおける日本年にてトルコ伝統楽器と協演。
現在生田流宮城社師範。宮城会・ふたば会会員。

－朗読と箏－
日本文学の奥深さ、和の音の心地よさを同時にお伝えできたら…という思いから始まったこの企画は、おかげさまで８年目を迎えます。

これまでに「源氏物語の美しき女性たち」と題して、夕顔の君、朧月夜の君、明石の君、若紫、紫の上、末摘花の君、空蝉の君、六条御息所、
桐壺の更衣、藤壺の宮と続けてまいりました。また壮大な世界観を持つ日本最古の物語である「竹取物語」や、機知に富んだ「枕草子」、
さらに「今昔物語集」、「夢十夜」などにも挑戦してまいりました。今年は新たに、西洋文学（アンデルセン）にも挑戦いたします。
音楽と共に耳で「読む」文学。箏の音色と共にお楽しみいただけましたら幸いです。

小さな演奏会
秋のしらべを箏の音色に乗せて

２０１９年１０月５日（土）１４：００～１５：００
文化のみち橦木館

入場無料（要入館料２００円）

うららかな秋の日を
箏の音色と共に

ゆったりお過ごしください


